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果樹に寄生するハダニ類の薬剤感受性の実態 
福島県農業総合センター 果樹研究所 病害虫科  

１ 部門名 

果樹－その他－病害虫防除 

２ 担当者名 

   阿部初紀、髙橋佳大 

３ 要旨 

県内の果樹産地において、ハダニ類の主要殺ダニ剤に対する感受性低下の疑いが報告されて

いる。そこで、県内の果樹に寄生するハダニ類の主要な殺ダニ剤に対する感受性の実態を調査

し、効果が低下している薬剤を明らかにした（表 1）。 

                                                                                                                           

（１） リンゴハダニはシエノピラフェン水和剤の感受性が低下している個体群が複数確認された。 

（２） ナミハダニは、アセキノシル水和剤、シエノピラフェン水和剤、シフルメトフェン水和剤、

ピフルブミド水和剤、スピロメシフェン水和剤の感受性が低下している個体群が複数確認

された。 

（３） カンザワハダニでは、供試したどの薬剤に対しても感受性の低下は確認されなかった。 
 

表1 ハダニ類各個体群における補正死虫率および補正殺卵率（2025年） 

 
＊「リンゴ」はリンゴハダニ、「ナミ」はナミハダニ黄緑型、「カンザワ」はカンザワハダニを示す。 

＊＊補正死虫（殺卵）率 90％以下を網掛けで示し、感受性低下とみなす。「-」は未実施を示す。 
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